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　［目的］我 々 の施設で は 、進 行子 宮頚癌 （特 に 腺

癌） に対 して 、ネオ ア ジ ュ バ ン ト動注化学療 法 に

て 腫瘍の 縮小 を司
．
り手術 療法又 は 放射線療法 の 適

応 を拡大 し、局所 の再発癌に 対 して は、副作用 の

軽減 を計 りつ つ 動 注化学 療法 を試み て い る 。 現在

ま で の 21 例 の 成 績を報 告する。　［方法］対 象は

】992年 9 月よ りig95 年 6 月ま で に 当科を受診 し

た 子宮頚 癌 2b 期 8 例、 3b期 10 例 と 再発癌 3 例

で あ る。 21 例 中、腺癌 は 10 例 、扁平上皮癌は

9 例で あ っ た 。 方法 は 以 下 の通 りで あ る 。 CDDP

S．　Omg ／ m2 　 MMC 　5　mg ／ mZ を 内腸骨動脈 （又

は子 宮動脈）よ り動脈内住 入を行な い 　Etoposide

　 lOOmg ／ body を 点 滴静 注 し た 。 以 後 隔 日 に

Etoposide　100mg ／ bo （ly　 （静注〉 を 2 回行な っ

た 。 以上 を 2 コ ース行 な い 評価 した 。 動注を行な

う に あ た り 、 血管造影 と共に ア ン ギオ CT を行 な

い 薬剤の 分布 を評価 した 。　［成績］成績 は術 前症

例 18 例 中、 2b期 8例 は 、 全 例腫瘍 の 縮小 と 〕
二

宮 の 可動 性 を認 め 広 汎全摘 を 行 なっ た 。 3b 期

10 例中 、4 例 が 手術可能 とな り広汎全摘を 行 な

っ た 。 手 術不 能 に て放射線治療 を行 な っ た症例は

6例 で あ っ た 。再発症例 3 例 は 、全例で 腫瘍 の 縮

小 、消失を認 め た 。　［結論］以上 の 結果 よ り動注

化学療法 は、腫瘍 の 縮小 を 計 り、手術療法 を可 能

に す る 点 で 有効な治療法と 考え られた。

【目的1 進行 子宮頚癌の 予後不良の 最大要因は局

所制御の不 良にある とされ、局所制御の 向上をめ

ざして多くの 施設で CDDP の 動注療法を手術療

法や放射線療法 と併用 して 実施 して い る。当科で

は局所 療法 と して の 効果 の 増強をめ ざして 、透析

併用大量 CDDP 動注療法 を実施 してきた。本療法

施行例の 予後をその 他の 動注例や放射線単独例 と

比較検討 した 。 1方法1 対象は過 去 12 年間に経

験 した臨床進行期皿期お よびW 期症例 8f 例で 、

内訳は放射線単独治療群（R 群）56 例（うち腺癌 3

例）、透析非併用動注追加群（AR 群）20 例（うち腺

癌 2例）、透析併用動注追加群（HAR 群｝9例（全 例

扁平上皮癌）で ある。各群の 平均 年齢は 69．2
，
60．0

，

61．6 才であ っ た。動注は 了宮動脈な い し上臀動脈

枝以遠の 内腸骨動脈 よ り CDDP を 10H）mg 　30 分 の

速度で 投与 し、透析は下大静脈 より採取 した静脈

血を透析器を介 して 中心静脈に返すようにした。

また初回の 動注療法は放射線療法に先行する事を

原則 と した 。 1成績1AR 群の CDDP 一
回投与量

お よび総投与量の 平均は 100mgfbody， 179mg で

HAR 群の それは、222m91body
，
372mg であっ た 。

5生率は R 群 ， AR 群，　HAR 群の 順｝こ ，38・

／・（17145），

33 ％ （319）， 50％ （3t6）で、　 stagc が皿期ある い は IV　a

期の 症 例 に 絞 っ て 5 生 率を み る と、それ ぞれ

40°1e（17143）， 38％ （3／8），
60％ （315）の 結果で あっ た。

さ らに 皿 期ある い は IVa 期症例におけ る動注群で

1 回投与量 が 200mg よ満と 200mg 以上の群に分

けて 5 生率をみ る と、33％ （319），
75％ （3／4）の 結果

とな っ た 。 【結調 　進行子宮頚癌に対する透析併

用 CDDP 動注療法は CDDP の 投与最 の 増量を可

能 とし、それが 5 生率の 向上に寄与 し、局所制御

に 対 して 意義の ある補助療法 と考え られた。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


